
新型コロナワクチン秋接種がスタートしたが反ワクチンの「陰謀論者」は消滅したのか？ 
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新型コロナワクチンの秋接種が 20日か

ら始まった。オミクロン株派生型

「XBB.1.5」に対応した改良型で、費用

は無料。来年 3月 31日までとなるが、

「へえ、そうなの」とスルーしている読

者も多いのでは。 

 新型コロナワクチンも 1回目、2回目

接種こそ国内で 1億人を超えたものの、

3回目以降は漸減し、5回目 3000万人

台、6回目 2000万人台……是非はさて

おき、世間の関心が薄れてきているのは

間違いない。 

 都内で飲食店を経営する 40代女性は

「ひと頃は《ワクチンにはマイクロチッ

プが入っている》とか《ディープステー

ト（闇の政府）の計画のひとつ》なんて

“陰謀論”で盛り上がっていたんですが」とこう続ける 

「コロナ禍で売り上げが激減し、気持ちも腐っていたせいで、私もちょっとした陰謀論の

“信者”だったんですが、ビル・ゲイツがどうしたこうしたとデマを触れ回ったせいで友

人も失って……夫婦仲が悪くなったなんて仲間もいましたけど、昨年あたりから反ワクチ

ン団体が過激な行動を取るようになって、逆に冷めてしまったというか」 

確かにワクチンの接種者数が減るにつれて陰謀論もあまり見かけなくなったように思え

る。 

「とはいえ、クリニックに押し入って逮捕者まで出した反ワク団体も、いまだに街頭で演

説したり集会を開いたり、細々とですが活動を続けています。世間から叩かれるほど結束

が強まるのでしょうね。一時は反ワク団体がオウム真理教的なカルト集団とも報じられま

したが、実際、今も公安にマークされているという話も耳にします」（捜査事情通） 

 陰謀論者も消滅とまではいかないようだ。明大講師の関修氏（心理学）はこう言う。 

「情報には表と裏がありますが、もともと本当に疑り深い人は、表の報道も裏のうわさ話

も疑ってかかるので、陰謀論者にはならない。ハマってしまうのは疑心暗鬼に陥りやす

く、不安を抱え続けることに耐えられないタイプ。表の報道だけではどうも不安で、心の

どこかで《なるほど、そうかもしれない》と納得し、安心できるストーリーを求めている

のです」 

それが陰謀論であっても心のよりどころ、安心感を得たいわけだ。 

そのうえ新型コロナワクチンに関しては、まだ現在進行形の話なので、新たなトピックが

報じられるたびに《やっぱりね》《それみたことか》と、自分に都合のいい解釈をして

“信仰”を深めていける。そこから抜け出すのは至難の業でしょう」（前出の関修氏） 

 意外と根は深い。 
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